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野生生物の保護管理に係る施策の体系 

 

多種多様な動植物の種を保存し、人と野生生物との共存を図っていくためには、野

生生物の乱獲の防止、生息・生育環境の保全、絶滅のおそれのある種の保護増殖、適

切な管理施策の実施など様々な取組が必要です。 

環境省では、下記の法律や条約・協定により、野生生物保護のための取組を実施し

ています。 

 

 

・希少野生動植物の捕獲、譲渡規制

（国内：73 種、国外：669 分類群） 

・生息地等保護区の指定（９ヶ所） 

・保護増殖事業の実施（38 種） 

 

 

・鳥獣保護区の指定、管理 

（国指定：66 ヶ所） 

・狩猟制度の運用（狩猟免許、狩猟

鳥獣の種類、狩猟の場・期間等の

規制） 

・特定鳥獣保護管理計画制度の運用 

 

・特定外来生物の飼養・輸入等の制

限（特定外来生物：83 種類） 

・特定外来生物の防除 

・未判定外来生物の輸入等の制限 

 

 

・環境中への拡散を防止しないで行

う使用について、事前に主務大臣

の確認を受ける 

・輸出時における輸入国への通告業

務等 

 

 

・多国間条約（ワシントン条約、ラ

ムサール条約） 

・２国間渡り鳥等保護条約・協定 

（米国、オーストラリア、中国、

ロシア） 

 

絶滅のおそれのあ

る野生動植物の保

護 

 

国際的取組 

遺伝子組換え生物

による生物多様性

影響の防止 

特定外来生物によ

る生態系等への被

害の防止 

野生鳥獣の保護管

理 

絶滅のおそれのある

野生動植物の種の保

存に関する法律 

 

国際条約・国間協定

遺伝子組換え生物等

の飼養等の規制によ

る生物の多様性の確

保に関する法律 

鳥獣の保護及び狩猟

の適正化に関する法

律 

特定外来生物による

生態系等に係る被害

の防止に関する法律
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